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こばやし　さとる／京都大学東南アジア研究所准教授

専門は東南アジア地域研究、文化人類学。カンボジア農村に関する論文多数。著
書に、『カンボジア村落世界の再生』（京都大学学術出版会、2011年）がある。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
農
村
で
調
査
を
し
て
い
て
興
味
深
い

こ
と
の
ひ
と
つ
は
、
時
代
感
覚
の
ギ
ャ
ッ
プ
で
あ
る
。

例
え
ば
、「
今
年
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
歴
史
に
お
け
る
節

目
の
年
で
あ
る
」
と
い
う
言
い
方
は
、
国
家
中
心
の
歴

史
観
を
反
映
し
て
い
る
。
今
年
は
実
際
、
国
連
が
支
援

し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
行
っ
た
制
憲
議
会
選
挙
（
一
九
九

三
年
）
か
ら
二
〇
年
目
で
あ
る
。
植
民
地
支
配
か
ら
独

立
（
一
九
五
三
年
）
し
て
、ち
ょ
う
ど
六
〇
年
に
な
る
。

対
仏
保
護
条
約
締
結
（
一
八
六
三
年
）
か
ら
は
、
一
五

〇
年
目
に
あ
た
る
。

　

一
方
で
、
農
村
の
人
々
は
、
生
活
に
直
結
し
た
変
化

に
も
と
づ
く
時
代
感
覚
を
も
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
わ

た
し
が
最
初
に
調
査
を
行
っ
た
同
国
中
央
部
の
国
道
沿

い
の
村
の
人
々
は
、
国
連
や
諸
外
国
が
支
援
し
た
統
一

選
挙
が
あ
っ
た
一
九
九
三
年
を
、
紛
争
終
了
の
区
切
り

と
み
な
し
て
い
た
。
し
か
し
、
後
に
、
そ
こ
か
ら
一
〇

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
疎
林
の
な
か
の
村
で
は
、

一
九
九
八
年
が
戦
争
終
結
の
年
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
た
。
政
治
勢
力
と
し
て
の
ポ
ル
・
ポ
ト
派
が
消
滅

す
る
ま
で
、
治
安
が
平
常
化
し
た
と
い
う
実
感
が
薄

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

今
年
の
八
月
末
に
訪
れ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
＝
タ
イ
国
境

に
連
な
る
山
の
奥
地
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
な
る
ま
で
、

政
府
の
行
政
組
織
に
組
み
込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
は
、
元
ク
メ
ー
ル
・
ル
ー
ジ
ュ
兵
士
の
家
族
が
、

一
〇
年
前
ま
で
自
給
自
足
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
こ

こ
数
年
は
、
森
林
の
開
墾
を
目
的
に
低
地
か
ら
多
く
の

人
々
が
移
住
し
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
商
品
作
物
を

作
付
け
す
る
畑
地
を
急
速
に
拡
げ
て
い
た
。

　

筆
者
は
今
回
、
そ
の
地
域
の
役
人
氏
を
対
象
と
し
た

カ
ン
ボ
ジ
ア
語
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
な
か
で
、
居
心

地
の
悪
さ
を
感
じ
た
。
そ
れ
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
政
権

と
し
て
名
高
い
、
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
の
時
代
を
ど
う
呼

ぶ
か
の
食
い
違
い
で
あ
る
。
会
話
の
な
か
で
筆
者
は
、

「
ポ
ル
・
ポ
ト
時
代
」「
ク
メ
ー
ル
・
ル
ー
ジ
ュ
の
時
代
」

と
話
し
た
。
し
か
し
相
手
は
、「
カ
ン
プ
チ
ア
・
プ
ロ

チ
ア
テ
パ
タ
イ
」（「
民
主
カ
ン
プ
チ
ア
」：
ポ
ル
・
ポ

ト
政
権
の
正
式
名
称
）
と
、
そ
の
た
び
に
表
現
を
正
し

た
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
い
ま
の
政
府
は
、「
フ
ン
・
セ
ン
の

政
権
」
で
あ
り
、
い
ま
は
「
フ
ン
・
セ
ン
の
時
代
」
だ

と
い
わ
れ
る
。
で
も
、そ
れ
を
自
明
と
し
た
分
析
に
は
、

限
界
が
あ
る
。
言
葉
と
し
て
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
々

自
身
が
、
よ
く
、
個
人
名
を
冠
し
た
時
代
区
分
を
口
に

す
る
。
こ
の
意
味
で
、「
い
ま
は
フ
ン
・
セ
ン
の
時
代
だ
」

と
い
う
発
言
は
、
彼
ら
自
身
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し

そ
の
社
会
の
な
か
に
は
、
首
都
の
人
な
ら
何
の
違
和
感

も
無
く
使
う
「
ポ
ル
・
ポ
ト
時
代
」
と
い
う
言
い
方
を

退
け
、
正
式
な
国
名
を
、
誇
り
を
も
っ
て
使
う
こ
と
を

望
む
人
々
が
い
る
の
だ
。

　

国
家
や
政
府
を
対
象
と
し
た
議
論
だ
け
で
は
限
界
が

あ
る
。
こ
の
夏
に
感
じ
た
居
心
地
の
悪
さ
は
、
そ
う
教

え
て
い
る
。
本
特
集
号
が
取
り
上
げ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
で

の
選
挙
の
結
果
に
し
て
も
、「
ク
メ
ー
ル
・
ル
ー
ジ
ュ

裁
判
」
の
意
義
に
し
て
も
、
人
々
の
あ
い
だ
に
存
在
す

る
感
覚
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
、
階
層
を
横
断
し
た
広
域
的
な

情
報
収
集
に
も
と
づ
い
て
分
析
し
な
け
れ
ば
、
本
当
の

こ
と
は
分
か
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
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